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19 世紀アメ リ カにおけ る無償幼稚園の保育実践と教員の専門性
一子 どもの守護者と し ての教員 一 
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of the 19th century in America-The protective role of teachers for children- 
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本稿は19世紀アメ リ カのフ レーベル主義幼稚園の 2 つの流れを代表す るフ ロ ーら公立幼稚園と , 無償幼稚園の指導者で

あ るケイ ト ・ D ・ ウイ ギ ンの保育実践 を対比 し ながら , 教員の専門性 と し ての人間性の違い を明らかにす るこ と を目的 と

す る。 シルバー ・ ス ト リ ート 幼稚園の開園当初, 浮浪児たちはウイギ ンが計画し た活動の流れを打ち砕き , 予想 を超え る

腹ただ し さ と辛苦 を彼女に与え た。 思い通り に進めよ う にも進めら れない情況に追い込ま れる中, マ ー ウェ デルから学ん

だフ レ ーベル主義教育の原点に立ち返っ たウイ ギ ンは, 目の前にい る子 ども たち に何が必要であり , 自分に何ができ るか

を考え , 真剣に子 ども たち と向き合わざる を得なかった。 こ の子 ども を信 じ , 要求に応えよ う とす る姿勢がフ レーベル主

義者フ ロ ーの保育実践と の大き な相違を もたら し た。

This paper compares educational practices of public kindergartens run by Blow and others representing the two trends 

in the 19th century Froebelian doctrine of kindergarten education-and Kate Douglas Wiggen, who advocated free kindergar- 

ten education. The purpose is to clarify the di fferences in the humanity levels of practitioners of these two di fferent schools 

of thought. At the time the Sliver Street Free Kindergarten was established, homeless children sabotaged her project, causing 

her greater-than-expected hardship and angst. Caught in a situation where she could not implement her plans as she had 

wished, Wiggin had made a return to the original educational perspective represented by Froebel, which she had learned from 

Marwede1; however, considering what the children needed and what she hersel f could do, she felt she had no choice but to 

truly face the children. Believing in the children and striving to meet their needs, she elected to take a stance that resulted 

in great di fferences with Blow, who was aligned with the Froebelian doctrine. 
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は じめに

ア メ リ カにおけ る1870年代から のフ レーベル主義幼稚

園の発展は, 貧困 ・ 犯罪 ・ 衛生と い っ た都市問題と対 に

し て語ら れてき た。 幼稚園は大都市のス ラ ム街に放置 さ

れた貧児の救済事業 と し て , 万能薬のごと く 宣伝 さ れ, 
各地に発展 し てい く 。 こ の発展過程は, 小学校への効率

的な準備教育を目指す公立幼稚園と , 各地の博愛家たち

によ っ て支援 さ れた無償幼稚園 と いう 2 つの流れに分か

れながら , やがて公教育体系 に編入 さ れてい く 。 無償幼

稚園は, ス ラ ムの子 ども が欠如 し てい る し つけや, 秩序

ある行動 を教え るこ と によ っ て, 将来の善良な市民の育

成を目指すのみな らず, 人類の道徳性の再生に向け , 親

を巻き込み, 家庭は言う に及ばず, 社会改良の手段と し

て期待 さ れた。 こ う した無償幼稚園やその設立を助けた

幼稚園協会は, 結婚や家庭に縛ら れてき た女性達の社会
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的活躍の場である と と も に, その専門性の確立が日指 さ

れてい く 。

と こ ろで , 教員の専門性は, 「行為の中の省察」 と い

う 実践的認識 を基盤と し た ドナル ド ・ シ ヨー ン (Schon, 
Donald A ) の 「反省的実践家」 の概念によ っ て論議が

活性化 し たよ う に, 保育においても , 保育者の成長と専

門性の論議が進め ら れてき た ' )。 「保育者の成長と専門

性」 と題さ れた雑誌 『発達』 の特集は, 保育者の専門性

を多様な観点から明 ら かに し てい る 2)。 松平は保育の歴

史を辿り , 幼稚園草創期の保姆やキリ ス ト 教宣教師らの

専門性と し て, フ レ ーベルの幼稚園教育の思想と方法へ

の深い理解, と り わけ 「神に近付 く には幼子のよう であ

るこ と が必要である」 と いう 幼児の存在を重視 し たキリ

ス ト 教や, そ れに基づいた フ レ ーベルの教育観, 人間観

を挙げている。 そ し て、 宣教師やキリ ス ト 者らの生き様
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の特色と し て , 次の 2 点 を強調 し てい る。 まず, いかな

る困難に;遭遇 し ても , キリ ス ト への召命 と献身 を貫き通

し , 「偏見や差別, 政治的無理解, 財政的困難な どの悪

条件と 戦いながら子 ども たち を守り , その幸せを作り 出

す ためにあ ら ゆる努力 を」 情 し ま なかっ た点 にあ る。 さ

ら に, 彼女たちが 「祈り つつ堪え忍ぶ実践者であっ たと

同時に, 必要に応 じて果敢に戦う 戦士で も あっ た」 と い

う 点である 3)。 また, 鯨岡は保育全体を 3 つの断面に分

け , それぞれの断面 を遂行す る保育者の 3 つの専門性を

明 らかに し てい る。 まず, 保育全体は, ①理論的 ・ 理念

的な見通 しのも と に 「 こ れから」 の保育 を計画す る , ②

「いま ・ こ こ」 の保育を実践する , ③実践を 「ふり かえ

り」 評価し反省する, という 3 つの断面に分け ら れる。 

そ し て, それぞれの断面に対応 し て, ①計画 ・ 立案, ②

目標実現に向けた 「受け入れ ・ 認め」 つつ, 「教え ・ 導

く」 という 両義的対応, ③反省= 省察, という 3 つの専

門性が保育者に求めら れる。 しかし , この分断 さ れた 3 
つの専門性は, 保育者の人間性を潜るこ と によ っ て感性

的色づけがな さ れるのだと , 鯨岡は指摘 し てい る 4)。 鯨

岡同様, 保育者の人間性を問う ているのが津守である。 

津守は, 周知のよう に保育研究者である。 その津守が保

育実践者で も ある自 らの歩みを振り 返り , 子 ども が出会

う のは, 「専門家の私」 ではない と いう 。 「 ひと り の人間

の私」 が子 ども と 出会う と いう 事実 を強調 し ながら , 子

どもの表現を読み取る力や、 物的環境の整備を想像力 を

も っ て変え て ゆく 点に保育者と し ての専門性を求めてい

る 5 ) 0

こ のよ う に保育者の専門性において避け ら れないのが, 
保育者の人間性にある。 本稿は, 小学校への効率的な準

備教育 を目指すフ ロ ー (Blow, s ) ら公立幼稚園と , 
1878年に開設 さ れた シルバー ・ ス ト リ ー ト 幼稚園の指導

者で あ るケイ ト ・ D ・ ウイ ギ ン (Wiggin, Kate D ) の

実践を対比 し ながら , 目標実現に向け た 「受け入れ ・ 認

め」 つつ, 「教え ・ 導 く」 と いう 両義的対応に込めら れ

た保育者の人間性を明 らかにす るこ と を目的 と す る。 ド

イ ツ 人幼稚園指導者エ マ ・ マ ー ウ エ デル (Marwede1, 
Ema) から指導を受け , 西海岸初の無償幼稚園の指導者

に抜擢 さ れた ウ イ ギ ンは , シルバ ー ・ ス ト リ ー ト 幼稚園

の成功によ っ て , ア メ リ カの幼稚園運動 を飛躍的に促進

さ せた。 ウ イ ギ ンはス ラ ムの住人から子 ども の守護者 と

呼ばれ, 「現実の社会の悪から 子 ども を保護 し、 さ ら に

社会改良の一端 をになう こ と が幼稚園の生命と考え」 6) 

た幼稚園教員である。 ウイ ギンの保育実践から彼女の人

間性 を明 ら かにす る こ と は , 「いま ・ こ こ」 の子 ども の

生活を重視 した保育の解明にも素がる ものと考え ら れる。 

第 1 章 フ レーベル主義幼稚園受容の 2 つの流れ

ア メ リ カの幼稚園運動は1856年 , ドイ ツ移民のマルカ、
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レーテ ・ シユルツ (Schurz, M ) がウイ ス コ ンシ ン州 ウオー

タ ータ ウンに開設 し た ドイ ツ語幼稚園に端を発 し てい る。 

こ れは, フ レーベル直伝の幼稚園理論と実践に基づき , 
子 ども たち に ドイ ツ人 と し ての国民性 を伝え るための小

さ な園であ っ た 7)。 1859年 , ボス ト ンで開催 さ れた集会

におい て , シユルツ と娘 ア ガ テ と 出会 っ た ピ ー ボデイ

(Peabody, E. P ) は, アガテの子 ども ら しい育ちに共感

し , その旺盛な精力 を も っ て フ レ ーベルの教育哲学 を学

び, 幼稚園運動に残り の人生を捧げる決心を し た。 1860 
年 , ア メ リ カ初の英語幼稚園 を開設 し た ピ ー ボデイは , 

その人気とは裏腹に, 教育的経営に行き詰まり を感 じた。 

ピー ボデイは1867年, こ の行き詰まり を打開するため, 
訪欧の旅に出た。 彼女の目的は, ドイ ツ人幼稚園指導者

たち を招聘し , 幼稚園の教員養成を本格的に開始するこ

と にあ っ た 8)。 

1 . 公立幼稚園確立までの道のり

難航する幼稚園受容の道を切り開いたのが1876年, フイ

ラ デルフ イ アで ア メ リ カ独立百年 を記念 し て開催 さ れた

万国博覧会であっ た。 博覧会におけ る幼稚園の公開保育

が, 幼稚園を大衆化 させる契機と な っ た。 全国組織を持

たない幼稚園に関す る宣伝 を盛り 上げるため, ピー ボデイ

はボス ト ン ・ フ レーベル協会 (Boston Froebel Society) 
を使っ て支援に乗り 出 し た。 ロ ン ド ン ・ フ レーベル協会

(London Froebel Society) を模範 と し て結成 さ れた ボス

ト ン ・ フ レ ーベル協会の日的は, ①私立幼稚園と養成校

を設立して, フ レーベルの理念を普及させるこ と , ②ピー 

ボ デ イ が 1873 年 に 創 刊 し た 『 幼 稚 園 の 使 者 』

(Kindergarten Messenger) の出版 を助成す る こ と , ③女

性 た ち の研究 グルー プや “親連合” (Parens Union) を

結成 し , 幼稚園設立を促進する こ と , にあっ た9)。
ボス ト ン ・ フ レ ーベ ル協 会の推薦 を受け たバ リ ッ ト

(Burritt, R ) は女性館別館において, 18人の孤児たち を

対象に 「百周年記念幼稚園」 (Centennial Kindergarten) 
を開き , 保育の実演を行っ た。 こ の実演は大変な評判を

呼び, 見物席には楽 しい合唱や愛 ら しい光景を一 日見よ

う と人が群がり , 質問のために数時間も その場を離れな

かっ たと いう '°)。 大成功を収めたバリ ッ ト と は対照的に, 
フ ロ ーによ る 「 セ ン ト ルイ ス幼稚園」 は難解な手仕事に

対す る厳 しい評価 を受け ていた。 視察に来ていた ピー ボ

デイ も , フ ロ ーの保育が観衆に暗い印象 を与え ていた事

実を報告 していた' ')。
こ う し た万国博覧会の様子から分かるよう に, フ レー

ベル主義幼稚園の受容は既に 2 つの流れが生まれていた。 

1 つはフ ロ ーら セ ン ト ルイ ス市の公立幼稚園を源と し た

フ レ ーベル主義保守派の流れである。 2 つ目は ドイ ツ人

幼稚園指導者マ ー ウェ デルから生 じて く る カ リ フ ォルニ

アの無償幼稚園運動の流れである。 前者から見ておこ う 。 
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1873年 , セ ン ト ルイ ス市にアメ リ カ初の公立幼稚園が

設立さ れる。 こ の開設に尽力 したのは当時の教育長ハリ

ス (Harris, W. T ) と フ ロ ーの 2 人であ っ た。 ハリ スに

と っ て教育 とは, 制度の中で個人に 「社会的全体」 と し

ての人間を自覚させてい く こ と であり , 家族, 学校, 市

民社会, 国家, 教会という 5 つの制度が相互に補完し合っ

て, 教育的機能を果たす も のと考え ら れた'2)。 ハ リ スは

こ う したヘーゲル哲学の観点から , 幼稚園の恩物 ・ 作業, 
遊戯 ・ ゲームを次のよ う に評価 し た'3)。

「幼稚園は, それが恩物や作業を教えていると き , 良く

役立っ てい る。 と いう のも それは手段と道具性の世界を

取り 扱い , 子 どもが自然を征服するのを助け るから であ

る。 幼稚園は遊戯 ・ ゲームによ っ て , よ り 良 く 役立 っ て

い る。 と い う のも , そ れらはその特性におい て , 徹底 し

て人間的であり , 子 ども たちに生活の問題を解釈する上

での, 人類の経験的知見を象徴的な形で与え て く れるか

ら であ る。」

子 ども たちは, 遊戯 ・ ゲームにおい て , 自 ら の社会的

自我を意識し , 自ら を社会全体の一員と見るよう になる。 

ハリ スは子 ども が自然の世界から人間の世界へ, 物質的

で世俗的な世界から霊の世界へ, 遊戯 ・ ゲームの集団内

に次第に現れて く る高次で一般的な社会的自我を意識し

て く る点 を評価 し たのであ る。 そ し てハリ スは , 「 こ の

意識が芽生え ると , 象徴的な精神的傾向は知的, 道徳的

活動と いう よ り 高次な形式に道を譲り , 子どもは小学校

の教授 を受け入れる準備態勢が整え ら れる」 のだと 主張

した'4)。

さ ら にハリ スは, 「非常に貧困 な家庭では, 子 ど も は

街路で仲間と の社会を構成 し , 犯罪へと導かれてい る。 

彼が入学するまでに, 彼は学校の力では根絶でき ないよ

う な邪悪な習慣を身に付けて し まう」 '5) が, 「 も し不道

徳で節度を守れない子 ども たちが 3 歳の時に幼稚園にお

い て教育 さ れるな ら , 投獄 さ れる代わり に, 社会に と っ

て建設的な仕事 を成 し遂げる」 可能性があ る と , 恩物 ・ 

作業, 遊戯 ・ ゲームの教育的意義を強調 し た'6)。 つまり , 
都市の貧児が, 街路におい て悪徳や堕落を身 に付け るこ

と から保護す る手段と し て, 幼稚園を位置づけ たのであ

る o

ま た, ハリ スは自己活動 を重視 し ながら , その過度な

強調が自己本位を助長 し , 「気ま ぐれで好き嫌いの激 し

い独裁的な暴君を生み出 しかねない」 と ロ マ ン主義的な

子 ども観に警告を発 し , 優秀な教師によ る指導と制限を

強 く 求めた'7)。 難解な手仕事への非難が万国博覧会で公

開 し た保育に与え ら れたのも , 厳格な恩物の教授系列に

加え , 大人の側からの一方的な期待 を拡大 させ, 子 ども

の社会的背景や発達を無視 した一斉画一 的指導に陥っ て

い たから であ る'8)。 近隣の貧児に幼稚園を開放 し よ う と

し たセ ン ト ルイ ス市の実験は, 子 ども をその生活圈から
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引き離 し , 極めて入念に練り 上げら れた人工的な空間た

る幼稚園に囲い込み, 日常的な世代的再生産過程から隔

離す る結果を も た らすこ と にも な っ た'9)。

フ ロ ーは 『象 徴的教育』 (Symbolic Education・ A 
Commentary on Froebel 's “Mother Play '') において, フ

レ ーベルが 『母の歌と愛撫の歌』 に込めた 「生の合一」

を象徴的に解釈する2°)。 同書の 「塔の上の子 ども たち」

を用いたゲームを例に, 社会的自我の意識化が目指 さ れ

る保育の実際を見ておこ う 2')。 

あな たが遊んだ一つひと つを

つな ぎ合わせて魅力的 な全体にま と めて ごら んな

さい。

一人で遊ぶのも楽 しいが

仲間と一緒に遊ぶのはも っ と嬉 しい ものです。

一輪の花 を見 るのも好き だが

さ ま ざまな色の花輪を見 るのはも っ と好き です。 

子 ど も は どんなに幼 く と も

全体の一部であるこ と をす ぐに感 じ取るのです。 

子 どもは円陣にな っ て, 身振り付き で詩を復誦す る。 

社会的結合や共同生活の倫理的価値が言葉や行為 と し て

発表さ れる中, 子 どもは社会的自我を意識化す るよ う 期

待 さ れる。 しかし , こ の詩は 「塔の上の子 ども たち」 に

添え ら れた標語であり , 本来, 子 どもの特性を洞察 ・ 認

識すべき母親に向け て書かれたも のである。 つまり , こ

れは 「お互いに会っ たその時は」 と いう 歌詞 を合図に, 
互いに手の平 を打ち合わせる 「腕と全身の姿勢, 上膊関

節運動」 をねらい と し た母と子の遊びである。 フ レーベ

ルは, 母親が挿 し絵や手の動き によ っ て , 神から見守 ら

れている感謝の気持ち を喚起し , 子どもの内面的な生活

を育める よ う に, 先の標語を添え たのである。 子 ども が

こ れを復誦 し , 円陣を整え る中で , 社会的結合 を教え る

ために書いたのではない。 フ ロ ーの実践では, こ の点の

認識が不十分であ る。

こ う した解釈から , セ ン ト ルイ ス市の公立幼稚園では, 
遊戯 ・ ゲームに込めら れた社会的結合や集団生活の倫理

的価値観を円陣, 身振り , 難解な詩の復誦と いう 形式 を

も っ て , 余すこ と な く 子 ども に感 じ取 らせよ う と し た。 

形式化はやがて , 円陣に込めら れた シ ンボリ ズムの強調

と な り , ゲーム開始時に円陣 をかた どっ た線上に, 子 ど

も全員のつま先がき ち んと付 く まで , 十分間ただ じ っ と

待たせるこ と を平然と行う 園を出現 させたのである22)。
1881年 1 月から 6 ケ月間, フロ ーのも とで研鑽を積ん

だハリ ソ ン (Harrison, E ) は, こ う し た形式的な教授

法に陥る原因 を次のよ う に解釈 し てい る23)。
「 フ レーベルが 『母の歌 と愛撫の歌』 に記 し た教えに傾

倒するフ ロ ーを理解する少数の者にと っ て, 彼女は常に

感動の源であっ た。 しかし , 学生の多 く は基本的な原理

を理解す るのではな く , 詳細に把握 し た外見上の仕事だ
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けを教え, 教育的環境の選択, 経験, 子どもたちの文化

的背景を基礎づけ てい る創造的な仕事に必要な柔軟性と

自由に欠けていた。 その結果, 彼らの仕事は形式的で, 
創造性を欠 く も のと な っ た」 という 。

ハリ ソ ンの指摘 を勘案す る と し て も , フ ロ ーら によ る

保育実践は子 ども の要求を 「受け入れ ・ 認める」 観点が

極めて弱 く , 目標実現に向けた 「教え ・ 導 く」 観点から

の規律遵守が強 く 求めら れたこ と は明 ら かであ る。 

2 . ドイ ツ人幼稚園指導者マ ー ウ ェ デルによ る教員養成

の実際

マ ー ウ ェ デルは フ レ ーベルの未亡人ルイ ー ゼから幼稚

園教育を学び, ハ ンブルグの女子産業学校付設幼稚園の

指導者であった1867年, ピー ボデイの訪問を受けた。 ピー 

ボデイの招き で来米 し たマー ウェ デルは1871年 , ワ シン

ト ンで幼稚園教員養成校を開校。 1877年には, ボス ト ン

で ピー ボデイ を通 し て フ レ ーベルの幼稚園教育 を学び, 
熱心な運動家であ っ たキ ヤロ ラ イ ン ・ M ・ ス イバー ラ ン

ス (Severance, C. M ) の支援を受け , カ リ フ ォルニア ・ 

モデル幼稚園と太平洋モデル養成学校を開設 し た。 ウイ

ギンを含む学生 3 名と 4 ~ 7 歳児25名が対象であった。

ウ イ ギ ン の 自 伝 My Garden of Memory・ An 
Autobiography から マ ー ウ ェ デルの教員養成の実際を明

らかにしておこ う 。 1876年, ケイ ト は医師であった継父

が亡 く なり , 生計を立てる必要に迫ら れた。 1877年夏, 
ウ イ ギ ンはス イ バ ー ラ ンス と 知 り 合い , マ ー ウ ェ デルの

幼稚園教員養成学校への入学を決意 し た。 ス イバー ラ ン

スは, 音楽や物語の語り 手と し て頭角 を現 し ていたウイ

ギ ンに, 幼稚園教員 と し ての生来的力量を感 じ取 っ たの

で あ る 24) o

自伝の中で , 「小 さ な教師」 と い う サーク ル ・ ゲーム

が忘 れら れない印象 を も たら し たと 語っ てい る。 こ れは

新 しい仲間と手を取り合って輪になり , 一人の子どもが

中央に出て自由な動き をする間, 「小 さ なハリ ー (子 ど

も の名前) を見て ご覧。 私たち にゲームを教え て く れる

よ。 小 さ なハリ ー を見て ご覧。 さ あ, 私たち も同 じ こ と

を し ま し よう 。」 と 歌いながら , 輪の子 ども たち も同 じ

動作 をす ると いう 遊びである。 音楽に秀でていたウイ ギ

ンが, マ ー ウ ェ デルに代 わっ て , 簡単 な旋律 を弾き なが

ら歌う と , 子 ども たちはわずか 2 分ほ どで覚え た。 マ ー 

ウ ェ デルが輪の中央に出てやり たい子を募 つた途端 , エ

ド ガーが踊り 出た。 エ ド ガー は皆 を出 し抜いて注日 さ れ

たかっ ただけ で , どんな動 き をす るかな ど考え て も い な

かっ た。 マ ー ウ ェ デルがヒ ン ト を与え たが, その動き は

足 を上げたり 下げたり , 腕をあちこ ち振り 回すだけで, 
と て も リ ズ ミ カ ルである と か, 美的である と は言い難い

も ので あ っ た。 エ ド ガー は次の教師 をサーク ルの中から

指名す るよ う に言われた時, 「 も う 一方の腕で同 じよ う
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に し たい」 と 不満 を も ら し ながら も , べルサを選んだ。 

ベルサの動作は淑女ら しい礼儀にかな っ たお辞儀であ っ

た。 女優のよ う な セ ンスで , べルサは魅力的 にお辞儀 を

やっ てのけ た。 サーク ルの私たち も急いでその動き に倣っ

てお辞儀を し たが, 男児たちは足 を突き だし , 幾分男性

的 にやろ う と 試みた。 ま た, 幼い女児 たちは足 を後 ろに

引いて頭を下げ, 鋭い胃痛 を味わっ てい るよ う な格好で

あ っ た。 私たちはべルサの優雅 さ に近づけ よ う と , 子 ど

も たち にお辞儀をす る方法 を教え た。 予期せぬべルサの

優雅なパ フ ォ ーマ ンスは , マ ー ウ ェ デルに 「始ま っ てま

だ 2 日だと いう のに, 私たちの子 ども たちは発明の才 を

発揮しています。 子ども を導く 方法がこ れでわかるで し よ

う 。」 と唸らせた25)。
ク ラ ッ カ ーと ミ ルク で軽い軽食の後, 粘土細工の時間

が30分間続いた。 ニ ンジ ンと カ ブを作 る予定であっ たが, 
4 歳児が本物の豚が居るのに気付き , 即刻変更 さ れた。 

エ ド ガー は見事な豚を作り 上げた。 こ う し た手仕事を観

察 し たウイ ギ ンは, 器用な子 ども たちは材料 を手際よ く

使いこ な し , 短時間で作品に仕上げてい く こ と に気付い

た。 その様子から , 器用な子 ども たちが 4 歳児の作業や, 
余分な湿気で泥化 し塑像できない不器用な 5 歳児数人を

手助けでき るのではないかと考え た。 子 どもは小言を言

われるこ と も な く , 知 ら ず知 ら ずのう ち に学んでい く 。 

自分のために 2 匹の豚を作 るこ と よ り , 未熟な仲間や弱

者の手助けができ る人に育てよう とす る幼稚園の手仕事

は , 常 に報酬で あ っ て , 決 し て苦行 と はな ら ない。 ウ イ

ギ ンは , そこ にはよ り 秩序 だ っ た親密な世界があ るに違

いない と 確信 し たのである26)。
12時、 帽子が配ら れ, 子 ども たちは列に並 んだ。 エ ド

ガー の帽子はま るでぶつかっ たかのよ う に頭から ずり 落

ち ていた。 驚き と喜びで泣き出 さ んばかり のマ ー ウェ デ

ルが見守 る中, 子 ども たちはケイ ト の伴奏にのっ て行進

し ながら , 降園 し てい つた。 ウイ ギ ンら学生たちの講義

は昼食の後, 2 時から行われた。 講義はマ ー ウェ デルが

講義用ノ ート を置き忘れると いう ハプニ ングで始ま っ た。 

彼女の話はそのために少々動揺 し て取り 留めのない所 も

あ っ たが, フ レーベルの生涯と業績を興味深い , 共感的

な素描に と り ま と めら れた。 ウ イ ギ ンはス イバー ラ ンス

から既に借り た本で前も っ て学んでいたこ と も あ っ て , 
マ ー ウェ デルの英語力や体系性の欠如 し た話にも , 十分

に対応す るこ と ができ た27)。
ウイ ギンは数日間の子ども たちの観察から , サーク ル ・ 

ゲームは単調な詩句で想像力 を剌激す るものではないが, 
見知 らぬ子ども たち をある共通 し た活動へと 統一 し て行

く 上で効果的な手段と なるこ と を発見 し た。 エ ド ガー を

含む25人一人ひと り の観察は飽き るこ と がないほど楽 し

い ものと感 じ ら れた。 エ ド ガー の協調性を欠いた様子は, 
大人の枠組みからすれば, 問題行動と し て捉え ら れる。 
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しかし , 彼を責任ある立場に置き , 掃除や花壇の水やり , 
作業用の封筒集め, 行進の線引き な ど, 人目に付 く 装飾

的 なサー ビス を任せるな ら , 彼の意のまま に し たい と い

う 思い を伸ばせるに違いない と 思われた。 マ ー ウェ デル

の指導は, すべての学生に満足 を与えたわけではないが, 
ケイ ト に人生で初めて自分が何かやれる明確な手がかり

を担 んだと いう 興奮を も た ら し た28)。
自伝から も明 ら かなよ う に, マ ー ウ ェ デルは幼稚園で

の実践 を踏まえ ながら , 目の前の子 ども をよ く 見 るよ う

学生たちに要求 し た。 こ の共感する姿勢を土台に、 子ど

も の心に寄 り 添 っ て観察す る こ と によ っ て , ウ イ ギ ンは

問題行動に走 るエ ド ガー の中に, その成長への方向性 を

明確に見出 し てい る。 しかも , ウイ ギ ンは子 ども のも つ

素晴ら し さばかり でな く 、 保育の難し さ を も極めて具体

的に記 し ている。 作家 を志 し ていたウイ ギンだから こ そ, 
こ のよ う に具体的に記録が書け るのかも し れないが, 観

察す る力がなけ れば記録す るこ と も でき ない。 マー ウェ

デルの指導は、 ウイ ギ ンの記録す る力 と 観察力 を高める

も のであ っ たと 言え る。 そ し て , こ のマ ー ウェ デルの指

導こ そがフ ロ ーら フ レーベル保守派とは一線 を画す る保

育実践を展開 させたのである。 

第 2 章 無償幼稚園の開設と子ど もの守護者と し

ての幼稚園教員

1878年 7 月, ニューヨークの倫理文化協会の会長, フ ェ

リ ツク ス ・ ア ド ラ ー (Adler, F ) は カ リ フ ォ ルニ ア州サ

ンフ ラ ンシス コで , 幼稚園の開設を訴え る講演を行い , 
サ ンフ ラ ンシス コ公立幼稚園協会が設立 さ れた。 そ し て, 
スラ ムにある古い小学校の建物, 2 部屋を借り受け , 整

備さ れた西海岸初の無償幼稚園が 9 月 1 日に開園さ れた。 

マー ウェ デルの養成学校を卒業 したウイギンが, マー ウェ

デルの薦めで, この幼稚園の最初の教員 と な った。 「 ウイ

ギ ンと 妹 ノ ー ラ ・ ス ミ スによ っ て指導 さ れて有名 と な っ

た シルバー ・ ス ト リ ー ト 幼稚園ほど広い名声 を博 し , 子

ども たちの間で も彼ら の家庭におい て も成功 を勝ち得た

幼稚園はない。 シルバー ・ ス ト リ ー ト 幼稚園でな さ れた

事業は , カ リ フ ォ ルニ アにおけ るその後のすべての事業

の原動力であり , 数多 く の無償幼稚園や幼稚園協会の結

成」 に重要な影響 を与え た と言われてい る29)。
ウ イ ギ ンは カ ウ ンセ ラ ー, 医者 , 母親 , 看護師 , 衣食

の供給, 守護者と いっ た多 く の役割を一身で担う よ う 期

待 さ れ, 期待以上の成果を残し た。 不衛生で, 酒にi弱れ, 
犯罪に走 る者が多かっ た近隣の親たちが衛生的で , 酒を

止め, 美徳 を示 し始めたのである。 そう し た結果はウイ

ギ ンへの敬虔な畏敬であり , 熱狂的な賞賛によ る もので

あ っ た 30) 0 
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1 . 無償幼稚園開園と堪え忍ぶ実践者の姿

セツルメ ン ト や近隣組合な どがまだない時代にあ っ て, 
ウイ ギ ンは幼稚園が地域のセ ン タ ー的役割 を担う 必要性

を本能的 に認識 し てい た3')。 ウ イ ギ ンは こ の幼 稚園 が

「温室や温室で咲 く 外来種, 寄生体, 異国の植物から移

植 さ れた も のの花園で あ っ てはな ら ない。 そ れが近隣の

生活に深 く 根 を張 る」 ためには, 自分も また近隣の生活

にその根 を張 っ て生き る覚悟が必要だと考え ていた。 学

齢に達する 6 歳までの子ども たち を集め、 家庭と の密接

な関係が確立で き なけ れば, 「親を説得 し て協力関係も

結べない し , - 日数時間の世話で子ども たちに影響を与

え るこ と な ど到底でき ない」 から である。 では, どう す

れば困窮する生活の中で , 酒に溺れ, 怠惰に陥っ ている

人々と 親密な接触が取 れるのか。 ウイ ギ ンは自間 し続け

た。

ウイ ギ ンが考え た方法は, 地域の店で頻繁に買い物 を

し , そのたびに幼稚園の話を し たり , 必要な も のを隣人

たちから借り受け , 助け を求めながら地域の人と の関係

を繋 ぐ こ と であ っ た32)。 「私は毎日違 っ たパ ン屋 に出か

け昼食を買い, また違う 乳製品販売店で牛乳を買 っ た。 

店に入る度に, いつも偶然を装っ て, 新 しい幼稚園につ

いて語り , その開園日を知らせた。 決し て, 入園を勧誘

し たり し なかっ た。 私は地域の文房具店で鉛筆 , ク レ ヨ

ン, 糊を買い, 雑貨店で茶色の紙と石鹸, そ し て金物店

でハ ンマ ーと 銀な どを買 っ た。 私は多 く のも のを借り , 
借り たものを直 ぐに返し , 隣人に援助への満足感を与え

た。」 と 語っ てい る。

さ ら に , ウ イ ギ ンは近所の人たち に フ レ ーベルの恩物

を披露し た。 例えば, 第 7 恩物の色板や第 8 恩物の棒を

使ってパタ ーンに並べたり , 織紙, 絵画, 折紙, 切り絵, 
粘土細工等を実演 し て見せたのである。 こ う し た宣伝効

果も あ っ て , ウイ ギ ンは店で人 を招集す る特権を与え ら

れた。 そこ で , 招かれざる家に訪問 し て嫌がら れるこ と

も , 庇護者ぶっ て敬遠 さ れる心配も なかっ た。 店 と家が

一つ屋根の下にある場合が多 く , 子 ども たちはカ ウンタ ー

の後ろや下, 入り 口から通り へと , 忙 し く 出たり 入っ た

り し ていた。 こ う し た子 ども たちの日は好奇心に溢れ, 
知り た く てう ずう ず し てい る様子であっ た。 女性たち も

また同様であっ た。

ウイ ギンは開園まで , 家庭訪問を行わず, 詰め物の椅

子や小 さ な樽, 洗い桶 を逆 さ に し て座っ ていた。 完全に

「関係の確立」 ができ るまで , ウイ ギ ンは自 らの精神的、

霊的気分 を高めるこ と に専念 し たのであ る。 「同情心だ

け で , 見知 ら ぬ状況に適応 し てはな ら ない」。 そのため

には, 状況 を単純化 し , いかな る も のに も気後れせず, 
あたかも こ こ で生ま れたがごと く , 完全にその一部と な

るこ と。 う っ と う し く 思われない援助 を与え , どんなこ

と が起こ っ て も決し て驚ろかないこ と が必要であ る。 こ
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う し たこ と が自ら を弱々 し く 感傷に浸 らせず, 却っ て自

ら を陽気に し , 強め, 元気づけ るのだと , ウイ ギ ンは考

え て い た 33)o

開園が近づいた時, 予期せぬ援助者が現れた。 それは

12, 13歳の少女であっ た。 彼女はウイ ギ ンが子 ども の歌

を歌 っ てい た時 , 正面の戸から そ っ と 入 っ て き て , 「 こ

の場所は何なの ? 」 と 尋ねた。 ウ イ ギ ンは彼女にわかり

やす く 説明 した。 すると , 彼女は 「午後, 学校帰り にあ

なたがどんなこ と を し てい るのか見に来て も いい ? 」 と

聞 く ので, 「勿論」 と答えた。 「今も こ こ に居て、 何か助

けてあげら れるかし ら ? 」 と いう 申 し入れに, 「喜んで , 
植物や花のためにお願いね」 と 頼むと 不思議そう であ っ

た。 と いう のも , 彼女はこ こ が 「学校だと 思っ たから」

である。 「 そう , で も新 しい種類の学校なの」 と 説明す

る と , なお も 「本は どこ にあ るの」 と 環境の違いに関心

を持ち始めた。 ウイ ギ ンは 「子 ども たちは 6 歳以下だか

ら , 読んだり , 書いたり し ないの」 と答え てから , 子 ど

も たちの縫紙や織紙のために茶封筒にマーク を付けて切っ

たり , 色つきの印刷物に銀紙で縁取り し , それを画鋲で

壁に貼 っ たり , 幼稚園関連の便り を ク ロ ーゼ ツ ト の棚に

整理 し たり し た34)。
彼女は幼稚園の特別外交員 と なり , 通り の角で母親に

熱弁 をふるい , 園の階段の下に集ま っ た好奇心旺盛な子

ども たち の集団 を整列 さ せた。 そ し て , 「階段 を上がっ

て中に入 っ て見て ご ら ん」 と 彼女は子 ども たち に叫 んだ

かと 思う と , 次の様に付け加え た。 「 カ ナ リ ヤや, 水槽

を泳 ぐ魚がい るの。 窓には花が咲い てい て , ピアノ も あ

る し , 沢山の絵 も あるの。 遊んだり 仕事 し たり するため

のも のが詰め込ま れた ク ロ ー ゼ ツ ト がある。 床に赤い輪

が描かれた部屋があ っ て , そこ では行進を し たり , ゲー

ムを し た り す るの。」 と 説明 し た。 さ ら に , ウイ ギ ンの

こ と に触れ, 「彼女は ピア ノ を座 っ たり , 立 つたり し て

演奏でき る し , 週に 2 日, 白い洋服を着 るの。 私は彼女

に, 子 ども たちの服が恐ろ し く 汚いよ と忠告 し たら , 彼

女は自分が綺麗にな れば, 子 ども たち も そう な るのよ と

言 っ てい る。」 と 述べた。 最後に, 幼稚園につい て, こ

れは 「日曜学校ではない し , 伝道所で も , ロ ッ ジで も な

いの。 新 しい種類の学校よ。 私はこ の学校が次の月曜か

ら始ま るこ と を知 つてい る」 と , 宣伝 し て く れた35)。
こ う し て集めら れた シルバー ・ ス ト リ ー ト 幼稚園開園

当初の子 ども たち と母親の様子は想像を絶するものであっ

た。 ウイ ギ ンは公的助手 も な く , 一筋縄ではいかない事

情を抱えた40名の子 ども たち を相手にす るこ と になっ た。 

30名の園児は何事に対 し ても全 く 関心を示 さず, 犠牲者

の如 く 大人しいのに対 し , 残り の10名は対照的に金切声

を上げて怒鳴 っ たり , 泣き わめい てい る。 どの子の母親

も , 髪 を振り 乱 し , かみつ く よう な日で子 ども を見つめ, 
短気な様子はその上気 した赤い顔に現れていた。 ウイ ギ
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ンを見る子 どもの日は, 不安そう に怯え , 登園最後の母

親が子 ども を さ んざん殴 っ て立ち去 っ た途端, そ れまで

静かだっ た数人の幼児が泣き出 し , ま っ た く 手の付けよ

う がな く な っ た。

こ の危機を救っ て く れたのが, 先の幼稚園特別外交員

と も言う べき少女であ っ た。 家族の葬儀のために学校か

ら戻 っ ていた彼女は泣いてい る幼児 たち を砂場に連れ出

し て く れた。 教室に戻 っ た静寂も つかの間, 子 ども の大

半が自分の名前と年齢, 性別 ・ 住所 を知 ら ないため, そ

れぞれの確認に手間取 る始末であっ た。 やっ と教室の前

方に年少児, 後方に年長児を座らせ、 秩序を取り戻せた

が, 子 ども の手は余り に も汚 く , 紙を使わせる こ と はで

き ない。 急遽思いついた 「石鹸と タ オルを持 っ て, 庭の

手洗い場で手 を奇麗に しま し よう」 と いう ウイ ギ ンの提

案は, 大人 し く 座っ ていた く ない子 ども たちに快 く 受け

入れら れた。 と こ ろが, 子 ども たちは理由 も な く け飛ば

し たり , 殴っ たり す るため, 階段 を一列にな っ て降り る

こ と さ え苦労 を要し た36)。
マ ー ウ ェ デルによ れば, その苦労はウイ ギ ン を極度の

不安に陥れた。 最も野蛮な タイ プに属す る浮浪児たちは, 
初日から喧嘩を引 き起こ し , 引 っ掻き傷, 鼻血や顔の傷

を負 う 者 を続出 さ せた。 そ れはウ イ ギ ンに予想 を超え た

腹ただ し さ と辛苦 を味わわせたのであ る。 2 日目, ほん

のつかの間の静寂が悪い予感を募らせた矢先, 火災報知

器が鳴り 響き , 子ども たちは近 く の火事を見に行こ う と

慌てふためいて飛び出 し てい つた。 注意の声はま っ た く

無視 さ れた。 彼女は思わず抱き止めよ う と手 を出 し たが, 
無駄だっ た。 大粒の涙が彼女の睫を1需 ら し てこぼれ落ち, 
彼女の顔は悲嘆の表情に包ま れた。 彼女はサ ンタバーバ

ラの平和な家庭と学校を捨てたこ と を心の底から深 く 悔

いながら ソ フ ァ ーに身 を沈めた。 しか し , 全員の子 ども

たちは日 ごと に不規則な行動 を改め, 喜んで従う よ う に

な っ た。 「陽気なイ タ リ ア」 の音楽家た ちの騒音や, オ

ペラ と はと ても思え ない耳 を塞ぎた く な るよ う な大声も , 
ウイ ギ ンの平静を乱すこ と がな く な っ た。 数人の子 ども

たちの変化は劇的であ っ た。 大酒のみで , 強い酒を小売

り し て不安定な生計 をたてていた親は, 悪意に満ちたい

たずら を繰り 返 し て手に負え ない 4 歳の子 ども を幼稚園

に送り 込んでき た。 彼の野蛮さは幼稚園でも目に付いた。 

仲間に対 し て横柄で, ち よつと し た挑発で攻撃を繰り 返

し た。 身勝手で反抗的な彼は, ウイ ギ ンの指図をこ と ご

と く 破り , 彼の出現によ っ て教室は恐怖に包ま れた。 し

かし , 彼は仲間を喜んで手助けでき る子どもへと つく り

変え ら れ, ク ラ スの人気者への成長 し てい く 37)。 

2 . 変容する組織と果敢な戦士と しての英断

ウイ ギ ンは ピ ー ボデイ の 「幼稚園教員 と は最 も 優れた

女性, すなわち , 技術的かつ知的な力や, 道徳的品性の
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源泉において神と 共に働いてい る者であ る。 それゆえ , 
幼稚園教員 と な るために教育 さ れるこ と は, 女子教育に

与え ら れた最高の完結であ る」 と いう 言葉を強調 し なが

ら , 子 ども の自然な感覚や活動から意味深い も のへと導

いてい く 生の営みの場と し ての幼稚園に新 しい意味 を与

え始める38)。 フ レ ーベルの観点から , 母 と 子の根本的な

問題が真剣に論議 さ れ, 新 しい思想の世界が多 く の人々

の前に開かれた。 そ れは人生に新 しい意味 を与え , よ り

大き な理想と崇高な目的へと女性たち を突き動かし , そ

れが幼稚園協会叢生を も たら し た39)。
さ て , シルバー ・ ス ト リ ー ト 幼稚園が影響 を も たら し

た最初の協会が1879年 , ク ーパー によ っ て設立 さ れた ジヤ

ク ソ ン ・ ス ト リ ー ト 幼稚園協会である。 ク ーパーは 「放

任 さ れた子 ども たちのために無償幼稚園を設立するこ と

によ っ て, よ り 優れた国民性の基礎を確立す るこ と」 に

自ら の伝道の道を見出 し , 自ら務めていた長老派教会に

属す るバイ ブル ・ ク ラ スのメ ンバーと 謀っ て協会を設立

し た。 ウイ ギ ンはク ーパーの訪問時の様子 を述懐 し , 彼

女が幼稚園事業を博愛的意義からだけでな く , 教育的意

義 を知的に理解 し ていたと 述べてい る4°)。

ウイ ギ ンの妹 ノ ー ラ ・ ス ミ スは幼稚園 と 教員 の関係 を

庭と 園丁の関係にな ぞら え , 「園丁は不思議な本質が彼

の蒔いたあら ゆる種に存在 し , 正 しい状況の下で発達す

る こ と を知 つてい るよ う に, フ レ ーベルはあ ら ゆる子 ど

も が完全な人間にな る可能性 を持 つており , そう し た可

能性を発達させる状況を与え るのが教員の仕事であるこ

と を知 つてい た。」 と 強調す る。 こ う し た幼稚園教員が

雇え ない アメ リ カの小 さ な町や村の多 く では, 熱心な母

親が安価なス タイ ガ一社出版の ト ラ ク ト を テキス ト に用

い て研 究 す る小 さ な ク ラ ブ を結成 し , 「 フ レ ーベ ルの

『母の歌と愛撫の歌』 , つまり “幼稚園の聖書” が主張す

る真理を心情なら びに生活の根源にでき るまで」 研究す

る必要性 をス ミ スは訴え た4')。 そ し て , それは聖パ ウロ

が I コ リ ン ト 13章 7 節で 「大切なのは, 植え る者で も , 
水 を注 ぐ も ので も あり ません。 成長 させて く だ さ る神な

のです。」 という 真理に基づ く こ と だと述べてい る42)。
こ の真理と は何 を意味す るのだ ろ う か。 ウイ ギ ンら が

指摘 したフレーベルの次の言葉を参考に考えておこ う 。 

フ レ ーベルは 「そ れゆえ , 愛す る女性達。 あなたがたの

生涯の最大の問題と喜びは, あなたがたの神におけ るが

如 く , 子 ども と一つであると感 じ るこ と である。 あなた

の子 ども そのも のの中において一つと なり , 外部の世界, 
人間界, 自然界と の積極的な関係において一つと な っ た

と感 じ るこ と である。 殊に, 神の子と し て育て上げら れ

るために, 諸物の源泉に し て父な る神 と一致す る時にお

いてこ のよ う に感 じ ら れるのである」 と いう 「生の合一」

を強調 し てい る43)。 こ れは女性の心情の内に眠る予感能

力の重要性を説く ものであり , すべての女性の心の中に
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は, 子 ども を愛す る感情がイ宿っ ており , こ の感覚こ そが

神, 自然, そ して人類と の内的統一へと導 く だけでな く , 
それら相互の統一へと導 く 。 しかし , 人類の幸福に携わ

る者と し ての使命の尊厳は, 女性が神 と一体と な っ た明

瞭さ , 深さの中に到達し た時にしか得るこ とができない。 

そ れを実現 さ せたのがク ーパー で あ る。 ク ーパー は朝 , 
シルバー ・ ス ト リ ー ト 幼稚園 を訪問 し , 夜には ジ ヤク ソ

ン ・ ス ト リ ー ト 幼稚園の構想 を描い てい た と 言う 44)。 シ

ルバー ・ ス ト リ ー ト 幼稚園の見学は, ク ーパーの中に眠っ

ていた人類の幸福に携わる者と し ての神聖な職業意識が

「神 と の合一」 を も っ て与え ら れたのであ る。

フ レ ーベルほ ど, 女性が乳幼児期の教育に適 し ている

と強力かつ説得的に語っ た人物はいない。 それはク ー パー 

ら女性たち に与え ら れるべき崇高な職務 を誰よ り もはっ

き り と 認識 し ていたから であ る。 そ れゆえ , ウイ ギ ンが

「私たちがフ レ ーベルの哲学を研究す る時, フ レ ーベル

が奨励 し , しば しば反復 し ていたのは何だ っ たのか。 フ

レーベルの計画の中で重要と考え ら れた実物教授や恩物 ・ 

作業に関する特別な指示ではない。 こ う し た観点は, 子

ども自身の人格の涵養, 外界, 仲間, 神と の関係に関す

る彼の度重な る勧告に比べれば取 るに足り ないも の」 だ

と 述べ , 女性たちの 「生の合一」 を求めたのであ る45)。
と こ ろで, サンフラ ンシスコ公立幼稚園協会は1881年, 

最も有益 な教育的慈善 を必要と し てい る シルバー ・ ス ト

リ ート幼稚園の支援から手を引き , マーケ ッ ト ・ ス ト リ ー

ト に協会の移転 を決めた。 ウ イ ギ ン と妹 ノ ー ラ ・ ス ミ ス

は1882年 1 月, 旧 シルバー ・ ス ト リ ート幼稚園の小 さな

支部に新シルバー ・ ス ト リ ート幼稚園協会を立ち上げた。 

家賃 さえ払えない厳 しい財政的苦境の中, 新 シルバー ・ 

ス ト リ ート幼稚園開園に向け, 古い建物を改築 し , 新 し

い家具や備品 を ク レ ジ ッ ト で購入 し た。 ア ド ラ ー がシル

バー ・ ス ト リ ー ト 幼稚園開園のために調達 し た資金は

130 ド ルであ っ たこ と を考慮す るな ら , ウイ ギ ンら の行

動は無謀で しかない。 しかし、 ウイ ギ ンは 「人口過密な

大都市近隣に無償幼稚園は不可欠であ る」 と いう 信念を

曲げなかっ た。 そ し て、 富豪で知 ら れる ク ロ ツカ 一家の

娘ハ ツテイ (Crocker, H ) に経済的支援 を求める手紙を

書き , その信念は実現 さ れた。 ハ ツテイが主任教師ノ ー 

ラ と80人の子 ども たち に必要な財政的支援を申 し入れた

こ とから、 1882年 4 月には, 第 2 の新 シルバー ・ ス ト リ ー

ト 幼稚園がカ リ フ ォルニア幼稚園養成校の卒業生指導の

も と に開園 さ れた。 さ ら に83年10月 1 日, 新 シルバー ・ 

ス ト リ ート幼稚園協会は第 3 の幼稚園を設立。 この幼稚

園は幼稚園事業に尽力 し た ピー ボデイの名を冠 し , ピー 

ボデイ幼稚園 と呼ばれた46)。
さ て , ウイ ギンが多 難を乗り 越え て実現 させよ う と し

た無償幼稚園運動が日指 し た教育理念とは どのよ う な も

のだ っ たのだ ろ う か。 ウイ ギ ンは , 頽廃す る都市におい
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てはびこ る悪徳 を身に付け る貧困層の子 ども たち と その

家庭環境 を次のよ う に描いてい る。 子 ども たちは 3 つの

異な っ た家庭環境に置かれてい る。 第 1 のグループは古

着屋や小 さ な酒場経営者, 廃品卸売業者, 洋服屋な どと

い っ た:::流の商売人の家庭の子 ども たちである。 こ う し

た家庭では, 両親と も にその時間と関心が商売に向き , 
子 ども たち には向け ら れていない。 子 ども はき ち んと 食

事を与え ら れ, 身なり も よい点で, 恵まれた家庭環境に

置かれてい る。 しか し , 子 ども は歩き始めた時から , 通

り が学校の機能を果たし, その中で多 く のこ と を学び 又つ

て く る。 第 2 のグループは父親が行商人, いかけやな ど

日雇い と し て雇われてい る家庭の子 ども たちである。 母

親は家庭にい るので , 子 ども を養育する役目を家事の手

伝い を させながら果た し てい る親もい る。 しか し , その

多 く は人生に疲れ果て , わずかな収入 を酒に費や し , つ

いには溺れて自 ら や家族の管理を誤る。 第 3 のグループ

はさ ら に下層の家庭で , 子 ども たち を間違いな く 犯罪者

に仕立て上げてい く 。 こ う し た家庭では, 父か母, あ る

いは両親が刑務所に入っ てい る。 母親自身が売春や悪習

の中に身 を置き , 家庭は犬小屋のよう で, 調和や平安か

らはかけ離れてい る47)。

こ のよ う に, 子 ども たちは極めて厳 しい環境下に置か

れてい た。 と はいえ , ウ イ ギ ンは カ リ フ ォ ルニ アが他の

都市に比べ, 新鮮で心地よい空気や温暖な気候に恵ま れ

てい る点で有利だと捉え ていた。 通り は子ども たち に道

徳的類廃を学ばせる危険はあっ て も , 暑 さや寒 さの危険

を与え るこ と が少ないから である。 3 つの異な っ た家庭

環境に置かれた子 ども たちが共通に持つ問題は, 飲酒で

あ っ た。 親は子 ども に空腹や汚い服 を強い て も , なけ な

しの収入をお酒に費やす。 子 ども たちは酒場や食料品店

に買いにやら れ, 従順であ る褒美 と し て グラ スに残 っ た

最後の一 口 を与え て買 う 。 あ る少女はアルコ ールの臭い

が漂う 口で , よい子に し てい ると父から貰う ウイ スキー

がいかに素晴ら しいかを ウイ ギ ンに語っ たと い う 。 子 ど

も た ちは ブロ ッ ク や棒で組み立て る際にも , ビールやウ

イ スキーの話が必然的に始まり , 想像上の 「パーテ ィ」

を持 ち たい と 言 っ て , ミ ニチ ュ アの宴会 を開い た48)。

こ う した子 ども たちに対 し , 幼稚園は当時の社会が求

める 「礼儀, 勤勉, 倹約, 独立心や誠実 さ を発展 させる

最も有効な機関の一つ」 と し て捉え ら れた。 ウイ ギ ンに

よ れば, 幼稚園は聖書の御言葉にあ る 「あ ら ゆる努力 を

し て, 信仰には徳を ; 徳には知識を ; 知識には自制を ; 
自制には忍耐を ; 忍耐には敬虔を」 , さ ら には敬虔に兄

弟愛 を加え う る も のと し て , その必要性が認めら れたの

で あ る 49) 0 

3 . 幼稚園の 1 日と 子ど もの生活 ・ 遊び

表 1 は シルバー ・ ス ト リ ー ト 幼稚園のプロ グラ ムであ

30 

る。 こ れにそ っ て , 子 ども たちの 1 日の生活 を見てお こ

う 5°)。 子 ども たちは 8 時30分までには, 庭に出て, 9 時
頃には列に並 び始める。 教員 たちは素早 く , 子 ども たち

の顔や手 を細か く 視診 し , ハ ンカ チな どを調べ る。 ピア

ノ 係の助手が演奏す る快活な行進曲を合図に, 子 ども た

ちは見事な ス テ ッ プ を踏み, 歌 っ たり , 踊 っ たり し なが

ら , 行進 し部屋へと向かう 。 部屋に入る と互いに手を取

り 合 っ て大き な円 を作 り , 音楽が段々静かにな るのに合

わせて頭を垂れ, 簡単な朝の祈り の歌が始ま る。 お祈り

が終わる と , 子 ども たちは教員 に導かれながら , 生ま れ

たばかり の弟妹のこ と , 来週に家族と行 く サーカ スのこ

と , 新 しい靴と ス ト ッキ ングについて話 し始める。 こ う

し て, 9 時から 9 時30分までの全員によ るお話と歌の時

間が終わる。

9 時30分になる と , 大き な部屋の 4 隅に “家族” と呼

ばれる グループごと に分かれ, 恩物や作業が始まり , 30 
分ほど続 く 。 部屋の中央はゲーム, 体操, 身体活動な ど

がで き るよ う 空け ら れてい る。 こ れが終わる と 子 ども た

ちは全員庭に出て, 15分から20分間の戸外遊びに移る。 

10時30分にな る と室内に戻り , フ レーベルの 『母の歌と

愛撫の歌』 によ るゲームを挟んで, 11時から再び, 恩物 ・ 

作業が始まる。

保育室で実践 さ れる フ レ ーベルのゲームは, 伴奏の曲

に子 ども の身体が促 さ れ, 活動へと 駆り 立て ら れるう ち

に, 不作法な振る舞いも消えてい く 。 そ し て, 自分本位

な心は努力 の結果も た ら さ れる美の感覚によ っ て , その

出現 さ え覆い隠 さ れる。 子 ど も たち に人気のあ る ゲーム

の 1 つに, 自然を模倣 し た も のがある。 小 さ な虫が さ な

ぎの中で体 を く ねらせた後, 眠り に入る。 静寂のう ちに, 
蝶にな っ た子 ども は さ な ぎ を離 れ, ィーにな っ てい る子 ど

ものから峰蜜 を吸いながら , 花園のまわり を飛び回る運

動遊びである。

図 1 は , ウイ ギ ンが使 っ た手工本のサ ン プルであ る5')。 

こ れらは養成校の学生

たちの作品であり , 子

ども たちが切り 絵 , 縫

取り , 図画, 刺紙な ど

をす るモ デルと し て使

われた と 考え ら れる。

さ て , 恩物の時間に

見 ら れる子 ども たちの

活動 に注日 し て お こ

う 52)。 子 ど も た ち は各

自, 箱に入っ た恩物を

与えられ, 教員の指示

通り に積み上げてい く

のではない。 工場を作

り た く て も , 手持ちの 図1 
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表 1 プロ グラ ム
お話と歌が 9 時から 9 時30分まで行われる。 最初の恩物 ・ 作業は 9 時30分から10時 5 分まで。 次の恩物 ・ 作業は11時か
ら11時45分まで。 ゲームは10時30分である。 こ のプロ グラ ムには歌、 ゲーム、 行進や体操は含ま れていない。 

朝 第1 級 ( 5 ~ 6 歳) 第2級 第3 級 第4 級 ( 3 ~ 4 歳) 

月曜日 *恩物 
お話によ る学級の組立 

f 刺画あるいは板並べ 
図画帳 

f 恩物 
J「 図画帳 

棒やモ ノ に よ る書取 
f 織紙 

火曜日 
f 棒によ る書取 

* 切り絵、 塑像 *恩物 
織紙 

f 刺画 
f 縫取り 

図画 
f 縫取り 

水曜日 
f 描画によ る書取 

*折り 紙 
f 棒によ る書取 
f 縫取り 

.ff 棒並べ 

.ff 石盤図画 *恩物 
f 色又は造形 

木曜日 *数 
f 織紙 

ff 描画によ る書取 

*折り 紙 
f 数 
ff 織紙 

f 刺紙 
./ 折り 紙 

金曜日 
f 刺紙又は縫取り 

図画帳 
JJ数 

* 造形又は切り 紙 *色又は板並べ 
f 折り 紙 

J 数 
f 縫取り 

昼 昼 食 

月曜日 J「発明 ff 刺紙又は板並べ * と .ff 第 4 級と ボール練習 

火曜日 *お話 (全学級) 

水曜日 ./ll と f ボールの練習 *環並べ 
造形又は縫取り 

f 輪郭描法 

木曜日 全級によ る自由練習 

金曜日 *一週間の仕事の完成 f 板並べ 
推理ゲーム;又は貝殻 ・ 環 ・ 

粒 
f 図画帳又は縫取り 

*指導者による課業 f 第 1 助手による課業 f f 第 2 助手による課業 f 第 3 助手による課業

こ う し た助手は養成校の学生であ る。 ク ラ スの各 メ ンバーが規則的に順次働いてい る。

(出典) Wiggin, K. D., Report of the San Francisco Public Kindergarten Socle for the Three Years Ending September 1st, 1881, p 24 

積木では足 り ないな ら , 仲間 と協同 し て , も っ と大き な

共通の目標を目指すよ う 励ま さ れる。 そ し て, 各自はそ

の一部を組み立てる。 子ども たちはその時, 知恵を絞り , 
工夫 し ながら頑丈な建物に仕上げてい く 。 なぜな ら , 粗

悪で直 ぐに崩 れるよ う な建物は自分たちの意思を挫 く か

らである。 こ う し た協同作業に取り 組む中で, ウイギン

らは組織的労働や有益な作業を愛する子 どもに育て上げ

よ う と し た。 それゆえ , 仕事は報酬と し て子 ども に与え

ら れるので あ っ て , 次々と ルールを破 る よ う な子 ど も の

場合には, 罰 と し て仕事 を取り 上げら れたのである。

表 2 は, ノ ー ラ ・ ス ミ スが指導 し てい た ク ロ ツカ 一幼

稚園で, 学期の最後に実施さ れた主題に基づいた活動 プ

ロ グラ ムで あ る53)。 こ の農場あ るいは田舎の生活 プロ グ

ラ ムでは, 朝のお話, 砂場, も ろ も ろの細部や出来事な

どが省略 さ れ, 1 つの主題のも と に選択 さ れた活動が展

開 し てい く 。 勿論, 主題は柔軟なものであり , 活気に満

ち、益れた興味に時間を譲るのは当然であっ た。 例えば, 
熊使いが通り に現れた時 , サーカ スで遊 び, 「ベル ンの

熊のノ穴」 の絵を持ち出 し , 口歯みつき合っ て遊んだり , 冬

眠のための備え な どの話 を聞いたり す る。 主題は季節に

よ っ て変化す る。 冬の雨が降 っ た後には, 砕土 し て土 を

耕し , 作付け したり , 幼い動物の世話を したり する。 一 

表 2 農場あるいは田舎の生活

物 語 歌と ゲーム 恩物課業 作業 

小 さ なペ ンは ど う や っ て蚕 を育 て た 
の 

耕作 と開拓 

農夫 

納屋の前庭 

鶏 

農場の声 

刈り人 

果樹園 

ボールを使 っ て果物 の収穫や庭の種 
蒔き を表現する。 

粘土で卵, 果物, 野菜を作る。 

アヒルを抱 く 雌鳥 
第 2 恩物を使う ; 立方体は農場の生 
産物, 球体や円柱は輸送 さ れる箱と 
し て利用する。 

, ま ぐわ, 熊手 , シ ャベルな どの 
絵を描 く 。 

鶏と家畜を縫取り にする。 

私が小 さ な少女であ っ た時 
ブロ ッ ク , 棒, 板, 環を使っ て農夫 
の家, 納屋, 農場の中庭の囲い, 羊 
小屋, ポンプと水桶を作 る。 

鳥小屋, 納屋, 水桶を織紙にする。 

折り 紙で水車, 豚, 兎, 種の箱を作 
る。 

(出典) Annual Statement of the Sliver Street Kindergarten Socie0, for the Year Ending I)ecember 31st, 1891, C. A. Murdock & Co.,
1892, p i t 
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表 3 特別プロ グラ ム : 海

物語 歌と ゲーム 恩物課業 作業 

ア ク ワ , 水 の赤 
ん坊 

風 と 波 は ど ん な 
風 に一緒に踊 る 
の 

第 1 恩物の球体を使っ て, 貝殻 
を採集し たり , 小石 を集めたり 
する。 

海ガメ , 貝殻, ボート を作 る。 

川魚が海の魚 を 
訪 ね る 

潜水鐘, 貝殻, 魚 を画く 。 
幸福な魚 

第 2 恩物 を使 っ て , 蒸気船と灯 
台 を作る。 第10恩物の粒 を加え 
て , 珊瑚 , 真珠のネ ッ ク レ ス を 
作る。 

ザリ ガニ , 海草, カ ニ , 漁網 を刺紙や縫取り にす る。 
小 さ な珊瑚は満 
足 し ない 

漁師 

魚売り 
船, 鳥, 珊瑚, 海の動物を切紙や織紙にする。 

海洋旅行者 

ブロ ッ ク , 棒, 板 , 環 を使っ て, 
汽船, 灯台 , 波止場, 魚河岸, 
船, 波, 脱衣室を作る。 

静かな船遊び 
灯台守 の子 ども 
たち 灯台, 魚入れ, 筏の板並べと組紙にする。 

船 

鯨の赤 ち ゃ ん 
水滴 

折り 紙で ボー ト , 力ヌ ー, 霧鐘を作 る。 

砂箱に船旅のイ メ ージを表現す る : 砂の波の上に , 組 
立恩物でボート , 汽船, 海岸を作る。 

(出典) Cali fornia Kindergarten Training School., Chips from a Kindergarten Workshop, 1892, p 41 

方, 夏には果物と べリ ー を集めたり , 草を刈り 込み, 干

し草を熊手で掃き寄せたり す る。 秋には, ジ ヤガイ モ を

掘り 返し , 野菜を収穫し たり , 穀物を製粉所に運んで感

謝祭の準備を したり する。 こ う した仕事の後, 物語, 歌

と ゲーム, 恩物, 作業な どでその経験を表現 し てい く 。

養成校の学生たち も子 ども たち と経験 を分かち合い , 
各自で主題を選び, 案を練り 上げてい く 。 表 3 は, 二葉

幼稚園の創設者、 森島峰がウイ ギ ンから引 き継いだノ ー 

ラ の養成校に留学 し てい た時に立て た海のプロ グラ ムで

あ る 54) o

こ う し たウイ ギ ンら の実践では, フ ロ ーら が子 ども を

規律に従わせる ために厳 し く 統制す るのに対 し , ウイ ギ

ンの人間性に触れ, 両者が喜びと満足の経験を共有する

こ と を通 し て , 子 ども たちが自 ら コ ン ト ロ ールす る力 を

育 んでい く 。 ウイ ギ ンがマ ー ウ ェ デルから 学んだ子 ど も

に寄り 添う 保育者の有り 様は, 観察力 と 記録によ る的確

な子 ども 理解 を も た ら し , 鯨岡の指摘す る よ う に , 「保

育者の豊かな人間性がていねいな両義的対応を紡ぎ出 し、

その紡ぎ出 さ れたていねいな両義的対応が願わしい結果

をも たら し , それが再び当該保育者の人間性に肯定的な

経験と し て沈殿 し てい く と いう よ う に良い循環がめぐ」

る基盤と な っ てい た55)。 ウイ ギ ンが子 ども の守護者 と 言

われるのは, 子 ども の変容を信 じ祈り つつ堪え忍ぶ実践

者であり , 子 ども を守 るためには果敢な戦士であ っ た生

き方にある。 

お わ り に

19世紀アメ リ カのフ レーベル主義幼稚園の 2 つの流れ

を代表するフロ ーら公立幼稚園と , 無償幼稚園の指導者

であ るケイ ト ・ D ・ ウイ ギ ンの保育実践を対比す る こ と

によ っ て, 教員の専門性と し ての人間性がも たらす大き
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な相違点 を浮き彫り に し た。

シルバー ・ ス ト リ ー ト 幼稚園の開園当初 , マ ーウェ デ

ルによ れば, 野蛮な浮浪児たちが, 初日から喧嘩を引 き

起こ し , 引 っ掻き傷, 鼻血や顔の傷を負 う 者を続出 させ

た。 子 ども たちはウイ ギ ンが前も っ て計画 し た活動の流

れを打ち砕き , 予想を超えた腹ただし さ と辛苦を彼女に

与え た。 プロ グラ ム通り に保育 を進めた く て も 進めよ う

がない情況に追い込ま れた結果, ウイ ギ ンはマ ー ウ ェ デ

ルから学んだ フ レ ーベル主義教育の原点に立ち返り , 日

の前にい る子ども たちに何が必要であり , 自分に何がで

き るかを考え させたので あ る。 ウ イ ギ ンは子 ども と真剣

に向き合わざる を得なかっ た。 こ の子 ども を信 じ , 要求

に応え よ う とする姿勢こ そがフ レ ーベル主義者フ ロ ーの

保育実践と の違い を生み出す結果を も たら し たのだと考

え ら れる。 
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